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Abstract 
This paper is based on the ongoing research conducted over a period of five years on three 
male Contingent Workers（Freeters）. To put the result briefly, present Japanese society needs 
flexible laborers on the one hand but cannot permit them to be flexible laborers on the other. 
This kind of structural tension drives the young workers to “hope.” But even “hope” does not 
dissolve the structural tension. On the contrary, it works to prolong the structural tension 
itself. 


































名前 プロフィール 職歴 
Hさん 
1983年X県ベッドタウンに生まれる。隣県の私立大学を卒業後、就職した大手呉服小売店が3ヶ月で倒産。
半年間「自暴自棄」の生活を続けた後、実家近くのスーパーでアルバイト（7万円/月）を始める。精密機器
メーカーのライン作業員、町役場の嘱託職員等、多くの求人に応募するも採用はされず。スーパーに2年間
勤めた後、スナックのボーイ（650円／h）として働いている。 
大手小売呉服店（正）[3ヶ月]⇒スーパーのレジ打ち
（非）[2年]→スナックのボーイ（非）[～2009]  
Yさん 
1979年Y県第二の都市に生まれる。両親が離婚をしたため母子家庭に育つ。小中高と野球漬けの日々を送り、
スポーツ特待で大学に進学するものの、ケガをきっかけとして退部・退学。その後、工場→工事現場→トラ
ックドライバー等職を転々とする。24歳で結婚。現在（2009年時点）は海運会社に勤めている。  
工場（正）[6ヶ月]→土木業（正）[3年]→運送業（非）
[2年]→自動車メーカー（派遣）[3年]⇒海運業（正）
[～2009]  
Nさん 
1982年X県農村部に生まれる。中学時代から非行歴があった。農業高校を卒業後、父親の紹介で溶接会社に
就職。その後、工場、ラーメン店、自動車メーカーの期間従業員（県外）、運送業等に就く。現在（2009年
時点）は地元にある溶接工場（手取り13万円／月）。  
溶接工場（正）[3年]→工場（非）とラーメン屋（非）
を掛け持ち[6 ヶ月]→自動車メーカー（派遣）[3 年]
→運輸業（非）[6ヶ月]→内装業（正）[1年]→溶接工
場（正）[～2009]  
非正規雇用で働く“意味”を、それぞれの生活史から跡付けてみると、次の点が分かる。①現
実的に就ける「正社員」の職は非正規職と条件面で大差はない（昇給やボーナスなし）、②正規に
こだわっているわけでも、非正規を忌避しているわけでもなく、職業選択の過程でその都度「合
理的」な選択をしている、③非正規職と正規下層職の重なり合い（二区分だけでは捉えきれない）
と、その層内を流動する労働者像。 
４．「希望」のありか 
 そのような非正規職（あるいは正規下層職）は、「先の見えなさ」や「不安」を導く一方で、「将
来的見通しの立つ職に就いて一人前」という規範から逸脱せざるを得ないため、親や友人、ひい
ては社会からの承認を得られない。先行研究から考えると、こうした環境下では「先のことなど
考えず、今この時を楽しんで生きればよい」という現在志向性（＜貧困の文化＞）が生じると考
えられるが、友人集団の特性等から、現在志向を醸成しうる下位文化を形成しえない。5年間の
生活を丹念に追ってみると、そうした葛藤的な状況から逃れるために、何がしかの「希望」を見
出さざるを得ない状況が確認された。具体的には、①ネットワーク・ビジネスのように、既存の
経済システム内において、その複雑な不可能性を「希望」で覆い隠しながら「成功」を謳う仕組
み（Hさん）、②「（選挙活動で）やったことは自分（の生活）に返ってくっけんね」と状況を定
義して現在と将来とを、政治（宗教）活動を介してつなげることに「希望」を見出す方法（N さ
ん）、③自身の現状を冷徹に客観視した際に現前する「どうしようもなさ」と、その沈殿が導く（と
考えられる）うつ状態に対し、それでもめげることのない主体に仕立て上げる手法（「やる気」を
おこす脳内伝達物質の分泌を促す薬の服用）（Y さん）などである。 
５．考察 
 ①現代日本社会の構造と規範の矛盾が「希望」を必要とさせている。②労働倫理はそもそも極
めて近代的なものであり（今村 1998）、産業社会の発展とともに強調され、賃金労働者を生んで
きた（labor に高い価値が与えられた）。その労働倫理が現在志向の醸成をはばみ、「希望」を若
者たちに追い求めさせている。③社会学の知の蓄積が明らかとするように、構造と規範との矛盾
を調停してきたのは、宗教や社会運動などに代表される、不安抑制装置（＝社会の安定／変動装
置）であった（あるいは、その不在としてのアノミー状態）。本稿の事例でみられたそれぞれの「希
望」は、そうした緩衝材の一種として位置づけられる。 
求められることは、事例が示唆する通り、まずは労働のみを「自立」の条件とする観念を解除
した上で、希望（と帰属先）を別様の形態で担保する社会である。そのための足がかりとしてま
ず必要とされるのは、「日本型生活保障レジーム」（大沢 2007）の解体と再構築であろう。 
 
○本報告は、益田仁（2012）「若年非正規雇用労働者と希望」『社会学評論』63（1）:87-105.に基
づいています。詳細や文献等はそちらをご参照下さい。 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsr/63/1/63_87/_article/-char/ja/ 
